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【手続補正書】
【提出日】平成27年9月16日(2015.9.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　断熱部材と、
　前記断熱部材に固定されたヒーター回路チップと、
　前記ヒーター回路チップに支持された圧電振動子と、
を有する圧電発振器であって、
　前記断熱部材は、板状部と、少なくとも一つの脚部とを有し、
　前記板状部の第１の面側に前記ヒーター回路チップが位置し、
　前記板状部の前記第１の面と反対の面側に前記少なくとも一つの脚部が位置し、
　前記少なくとも一つの脚部の前記第１の面に平行な断面積は、前記板状部の前記第１の
面に平行な断面積よりも小さい、圧電発振器。
【請求項２】
　基板及び電子部品をさらに有し、
　前記基板に、前記少なくとも一つの脚部が固定されており、
　前記基板と前記板状部との間に、前記電子部品が配置されている、
請求項１記載の圧電発振器。
【請求項３】
　前記板状部は、金属層と、前記金属層より熱伝導率が小さい断熱層とを有する、
請求項１又は請求項２記載の圧電発振器。
【請求項４】
　前記ヒーター回路チップと、前記少なくとも一つの脚部とは、前記第１の面に対する平
面視で互いに重ならない位置に有する、
請求項１乃至請求項３のいずれか一項記載の圧電発振器。
【請求項５】
　前記断熱部材は、少なくとも第１～第４の前記脚部を有し、
　前記板状部の前記第１の面と反対の面側における第１～第４の端部に、それぞれ前記第
１～第４の前記脚部が位置する、
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請求項１乃至請求項４のいずれか一項記載の圧電発振器。
【請求項６】
　前記第１～第４の前記脚部は、それぞれが少なくとも一部に角錐又は円錐の形状を有す
る、
請求項５記載の圧電発振器。
【請求項７】
　前記第１～第４の前記脚部は、それぞれが少なくとも一部に角錐台又は円錐台の形状を
有する、
請求項５記載の圧電発振器。
【請求項８】
　前記脚部が門型であることを特徴とする、請求項１乃至請求項４のいずれか一項記載の
圧電発振器。
【請求項９】
　前記脚部が鼎型であることを特徴とする、請求項１乃至請求項４のいずれか一項記載の
圧電発振器。
【請求項１０】
　前記圧電振動子は、第１の端部と、第１の端部と反対側の第２の端部と、を有し、
　前記ヒーター回路チップは、前記圧電振動子の前記第１の端部を支持する、
請求項１乃至請求項９のいずれか一項記載の圧電発振器。
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